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　式では、園児によるお遊戯が披露され、最後の「ありがとうこどもえん」という子ども達の掛け声に、会
場では涙ぐむ関係者もいました。鰺ヶ沢こども園は来年３月31日で閉園となります。� 令和３年11月６日

　　鰺ヶ沢町議会ホームページへアクセス ＱＲコードは
こちらから

９月
定例会号

令和２年度決算� ２～３
第３回定例会� ４～５
一般質問（議場での一般傍聴は中止となりました）� ６～９
要望書を提出・議員活動�  10
議員管内行政視察� 11 
特集　はつらつチャレンジャー　自然を味わって� 12

鰺ヶ沢町議会 検　索



令和２年度一般会計
実質収支（残ったお金）

１億4414万円
●実質収支（黒字）１億4414万円
１億7039万円（歳入歳出差引額）
－2625万円（翌年度へ繰り越す財源）
実質収支のうち約半分を
▽財政調整基金に積立（貯金）
� 7300万円
� ※昨年度比3100万円増
▽令和３年度に繰越� 7114万円

【財政調整基金】
（町の貯金）
２億9622万円

昨年度比 4471万円減

一般会計決算額　歳入額102億9736万円
　　　　　　　　歳出額101億2697万円 認定

一般会計決算実質収支と財政調整基金・地方債残高

　

令
和
２
年
度
の
決
算
は
、
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
は
、
議
員

全
員
に
よ
る
決
算
特
別
委
員
会
（
菊
谷
忠
光
委
員
長
）
を
設
置
し
て
審
査
。
特
別
会
計
、
企
業
会

計
決
算
は
総
務
文
教
・
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
審
査
し
た
結
果
、
全
て
の
決
算

を
原
案
ど
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

一般会計決算額内訳

【地方債現在高】
（町の借金）
110億948万円

昨年度比 16億2507万円増

歳入額決算
102億
9736万円

歳出額決算
101億
2697万円

町税
７億7904万円（7.6%）
町税
７億7904万円（7.6%）

町債
23億8620万円
（23.2％）

町債
23億8620万円
（23.2％）

県支出金
４億9372万円（4.8％）
県支出金
４億9372万円（4.8％）

地方交付税
34億5997万円
（33.6%）

地方交付税
34億5997万円
（33.6%）

地方消費税交付金
２億1036万円（2.0％）
地方消費税交付金
２億1036万円（2.0％）

地方譲与税
7879万円（0.7％）
地方譲与税
7879万円（0.7％）

公債費
８億3469万円
（8.2％）

公債費
８億3469万円
（8.2％）

土木費
７億527万円
（7.0％）

土木費
７億527万円
（7.0％）

農林水産業費
３億5316万円（3.5％）
農林水産業費
３億5316万円（3.5％）

議会費 6751万円（0.7％）議会費 6751万円（0.7％）

商工費
１億59万円（1.0％）
商工費
１億59万円（1.0％）

災害復旧事業費
406万円（0.0％）
災害復旧事業費
406万円（0.0％）

労働費
80万円（0.0％）
労働費
80万円（0.0％）

国庫支出金
19億8630万円
（19.3％）

国庫支出金
19億8630万円
（19.3％）

民生費
18億4968万円
（18.3％）

民生費
18億4968万円
（18.3％）

総務費
45億9969万円
（45.4％）

総務費
45億9969万円
（45.4％）

消防費
７億3662万円（7.3％）
消防費
７億3662万円（7.3％）

その他
〔手数料・使用料等〕
9億298万円（8.8％）

その他
〔手数料・使用料等〕
9億298万円（8.8％）

衛生費 ４億1619万円（4.1％）衛生費 ４億1619万円（4.1％）

教育費
４億5871万円（4.5％）
教育費
４億5871万円（4.5％）

90

95

100

105

115

110

億

平成28年度　  29年度  　30年度  令和元年度   ２年度

98億9661万円
101億9205万円

96億701万円

地方債残高（借金）
５カ年の推移

93億8441万円

110億948万円

1

2

3

4

5
億

平成28年度　  29年度  　30年度  令和元年度     2年度

３億6906万円

４億2706万円

２億7176万円 ２億9622万円

財政調整基金（貯金）
５カ年の推移

３億4093万円
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各会計決算の
　　　　状況は

令和２年度

決　算

� ※決算額は万円単位（四捨五入）で表示しています

会　計　別 歳　　　入 歳　　　出 差　引　額 地方債（借金）残高
一 般 会 計 102億9736万円 101億2697万円 1億7039万円 110億948万円

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 事 業 15億3388万円 14億8905万円 4483万円 －
農 業 集 落 排 水 事 業 1億4661万円 1億4537万円 124万円 10億1423万円
小 規 模 水 道 事 業 705万円 595万円 110万円 2313万円
公 共 下 水 道 事 業 4億319万円 3億9943万円 376万円 25億5779万円
墓 地 公 園 事 業 80万円 78万円 2万円 －
介 護 保 険 事 業 15億9371万円 15億5445万円 3926万円 －
後 期 高 齢 者 医 療 1億5077万円 1億4808万円 269万円 －
水 産 業 振 興 事 業 3824万円 2839万円 985万円 －

企業会計決算状況
� ※決算額は万円単位（四捨五入）で表示しています

水 

道 

事 

業

収　　益　　的　　収　　支 資　　本　　的　　収　　支
事 業 収 益 事 業 費 用 差　引　額 資本的収入 資本的支出 差　引　額
2億7568万円 2億4405万円 3163万円 1億3477万円 2億4744万円 △1億1267万円
地方債残高　15億4818万円（平成29年度から旧簡水特別会計と統合）

※�資本的収支不足額1億1267万円は、当年度分損益勘定留保資金8444万円及び繰越利益剰余金処分額2823万円で補てん

各会計決算状況

ＩＣＴ教育推進費
3982万円

現地審査
（７月20日実施）

決算審査
（７月12日~20日実施） 監

査
委
員
に
よ
る

決　

算　

審　

査

　

決
算
審
査
は
、
毎
年
度
、

町
会
計
管
理
者
等
が
提
出
し

た
決
算
書
類
及
び
証
書
類
な

ど
を
、
町
長
か
ら
の
依
頼
に

よ
り
監
査
委
員
が
審
査
し
ま

す
。
町
各
担
当
か
ら
歳
入
・

歳
出
項
目
毎
に
説
明
を
求
め

確
認
、
決
算
年
度
に
実
施
し

た
主
な
事
業
に
つ
い
て
、
現

地
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

監
査
委
員
は
こ
の
後
に
、
決

算
審
査
意
見
書
（
５
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
）
を
作

成
し
て
い
ま
す
。

一般会計主な事業
本庁舎建設事業費
16億7732万円

町防災情報システム整備事業費
３億5574万円
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令和３年
第３回
定例会
＜会　　期＞
９月９日～15日

　
令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
が
９
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
議
案
38
件
、
諮
問
１
件
、
報
告
２
件
、
意
見
書
案
２
件
が
上
程
さ
れ

ま
し
た
。

　
13
日
の
一
般
質
問
で
は
、
議
員
４
名
が
防
災
マ
ッ
プ
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
、
手
話
言

語
条
例
に
つ
い
て
、
小
学
校
の
統
合
の
検
討
に
つ
い
て
な
ど
を
町
政
へ
問
い
ま
し
た
。（
質

問
内
容
は
６
～
９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

　
最
終
日
に
は
、
14
日
の
各
常
任
委
員
会
、
決
算
特
別
委
員
会
で
審
査
さ
れ
た
議
案
等
41

件
が
本
会
議
に
お
い
て
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
全
員
に
よ
る
発
議
と
し
て
意
見
書
案
１
件
が
追
加
上
程
さ
れ
、
原
案
ど
お

り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
案
等
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
表
彰
条
例
の
制
定
に
つ

い
て�
可
決

　

賞
の
統
合
整
理
、
表
彰
基

準
の
緩
和
及
び
贈
呈
品
の
変

更
な
ど
、
全
面
的
な
見
直
し

を
図
る
こ
と
に
伴
い
、
条
例

の
全
部
改
正
を
す
る
も
の
。

▼
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

計
画
に
つ
い
て�

可
決

　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展

の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置

法
（
令
和
３
年
法
律
第
19

号
）
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
町
の
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
を
策
定
す
る
も
の
。

▼
令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算�

可
決

　

一
般
会
計
予
算
は
、
歳

入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
５

４
３
７
万
６
０
０
０
円
増
額

し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は

71
億
１
６
３
８
万
５
０
０
０

円
と
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
補
正
予
算
】

・
普
通
交
付
税

　

２
億
２
７
５
８
万

�

３
０
０
０
円

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金

�

３
６
０
７
万
１
０
０
０
円

【
主
な
歳
出
補
正
予
算
】

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
費

（�

公
共
施
設
等
ト
イ
レ
洋
式

化
事
業
、
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
装
飾
事
業
、
水
産

流
通
基
盤
強
化
・
漁
業
経

営
緊
急
支
援
事
業
、
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
な
ど

に
関
す
る
事
業
費
）

�
５
０
６
７
万
５
０
０
０
円

・
保
健
衛
生
総
務
費

（�

健
診
・
検
診
結
果
の
利
活

用
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
改

修
委
託
料
）

�

３
８
５
万
円

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命�

同
意

　

令
和
３
年
９
月
23
日
に
任

期
満
了
と
な
る
教
育
委
員
会

委
員
を
任
命
す
る
こ
と
に
同

意
す
る
も
の
。

▽
新
任

　
　

 

尾
崎　

充み
つ

美よ
し　

氏

�

（
舞
戸
町
）

【
任
期
】

　

令
和
３
年
９
月
24
日
か
ら

４
年

▼
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦�

適
任

　

令
和
３
年
12
月
31
日
に
任

期
満
了
と
な
る
人
権
擁
護
委

員
の
候
補
者
と
し
て
推
薦
す

る
に
あ
た
り
、
適
任
と
判
断

す
る
も
の
。

▽
再
任

　
　
　

 

今　

郁
子　

氏

�

（
北
浮
田
町
）

【
任
期
】

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

る
日
か
ら
３
年

米価下落に対する米生産
者救済のための緊急対策
を求める意見書を可決

▼
北
浮
田
財
産
区
管
理
会

管
理
委
員
の
選
任�

同
意

　

令
和
３
年
11
月
４
日
に

任
期
満
了
と
な
る
北
浮
田
財

産
区
管
理
会
管
理
委
員
を
選

任
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
も

の
。

�

斉　

藤　
　
　

豊　

氏

�

長
谷
川　

義　

春　

氏

�

長
谷
川　
　
　

孝　

氏

�

長
谷
川　
　
　

實　

氏

�

長
谷
川　

一　

行　

氏

【
任
期
】

　

令
和
３
年
11
月
５
日
か
ら

４
年

▼
意
見
書
案
第
２
号

豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措
置

法
の
改
正
等
に
関
す
る
意

見
書�

可
決

▼
意
見
書
案
第
３
号

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い

財
政
状
況
に
対
処
し
地
方

税
財
源
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書�

可
決

プレミアム商品券
チラシ
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全会一致で可決された意見書は、
国へ提出されています。

～議会の意見を国政へ～
追
加
上
程

▼
意
見
書
案
第
４
号

米
価
下
落
に
対
す
る
米
生

産
者
救
済
の
た
め
の
財
源

確
保
と
生
産
者
が
生
産
意

欲
を
失
わ
な
い
た
め
の
緊

急
対
策
を
求
め
る
意
見
書

�

可
決

【
内
容
】

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
需
要

の
消
失
で
、
19
年
産
米
及
び

20
年
産
米
の
在
庫
過
剰
の
影

響
も
重
な
り
、
県
内
に
お
い

て
21
年
産
米
を
集
荷
し
た

際
に
、
各
農
業
協
同
組
合
が

農
家
に
仮
払
い
す
る
生
産
者

概
算
金
の
目
安
額
が
、
昨
年

に
比
べ
１
俵
あ
た
り
約
30
％

も
下
落
し
過
去
最
大
の
下
げ

幅
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
次
の
事
項
を
要
望

す
る
も
の
で
す
。

・�

米
価
下
落
に
対
す
る
米
生

産
者
へ
の
救
済
措
置
と
米

生
産
者
が
生
産
意
欲
を
失

わ
な
い
た
め
の
緊
急
対
策

を
講
じ
る
こ
と
。

・�

過
剰
米
の
在
庫
を
政
府
が

買
い
取
る
な
ど
し
て
市
場

か
ら
隔
離
し
、
需
給
環
境

を
改
善
す
る
と
と
も
に
米

価
下
落
に
歯
止
め
を
か
け

る
こ
と
。

【
提
出
先
】

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議

長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務

大
臣
、
農
林
水
産
大
臣

決
算
審
査
意
見�

監
査
委
員　

増
田　

晶
夫

　
　
　
　
　

佐
藤　

昭
司

～
計
画
的
で
効
果
的
な
行
財
政
運
営
を
～

　

令
和
２
年
度
の
決
算
状
況

を
見
る
と
、
歳
入
に
つ
い

て
、
町
税
収
入
は
前
年
度
と

比
較
し
２
３
６
７
万
円
減
の

７
億
７
０
９
３
万
円
と
な

り
、
人
口
減
少
等
に
よ
り
町

税
等
の
大
幅
な
収
入
増
は
期

待
で
き
ず
、
地
方
交
付
税
も

減
額
算
定
と
な
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
。
ま
た
、
町
税
収

入
未
済
額
の
解
消
に
向
け
た

滞
納
者
の
現
状
把
握
と
実
態

に
即
し
た
適
切
な
措
置
を
講

じ
る
た
め
、
一
層
の
努
力
を

望
む
も
の
で
あ
る
。

　

次
に
寄
附
金
の
う
ち
、
あ

じ
が
さ
わ
未
来
応
援
寄
附
金

の
額
は
２
億
６
３
２
２
万
３

０
０
０
円
と
な
り
、
前
年
度

と
比
較
し
減
額
と
な
っ
た

が
、
多
額
の
寄
附
額
を
取
り

扱
う
た
め
事
務
手
続
き
等
に

遺
漏
の
な
い
適
正
な
処
理
に

努
め
、
恒
久
的
な
財
源
で
は

な
い
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、

寄
附
者
の
意
思
を
尊
重
し
な

が
ら
、
地
域
振
興
に
つ
な
が

る
使
途
と
さ
れ
た
い
。

　

歳
出
に
つ
い
て
も
一
般
会

計
で
の
町
債
残
高
が
前
年
度

末
に
比
べ
、
16
億
２
５
０
７

万
円
増
の
１
１
０
億
９
４
８

万
円
、
特
別
会
計
等
を
合
計

し
た
町
全
体
で
は
１
６
１
億

円
を
超
え
て
お
り
、
未
だ
厳

し
い
財
政
状
況
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
的
確
な
財
政
運
営
計

画
の
も
と
、
計
画
的
な
起
債

発
行
に
努
め
、
公
債
費
に
係

る
財
政
負
担
軽
減
に
向
け
た

努
力
を
求
め
る
も
の
で
あ

る
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
で
歳

出
の
増
加
も
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
効
率
的
で
最
適
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
よ
う
、
職
員
が
一
丸
と
な

り
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願

い
し
た
い
。

【
要
望
】

①
町
防
災
マ
ッ
プ
の
活
用
に

つ
い
て

　

風
水
害
、
洪
水
、
土
砂
災

害
、
地
震
、
津
波
及
び
火
山

等
に
対
応
し
た
統
合
型
の
町

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
各

家
庭
に
配
布
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
こ
れ
を
活
用
し

た
研
修
会
を
計
画
的
に
開
催

す
る
な
ど
、
防
災
意
識
の
高

揚
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

【
要
望
】

②
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い

て
　

町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
利
用
者
の
利

便
性
に
最
大
限
配
慮
し
た
デ

ザ
イ
ン
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作

成
、
更
新
、
管
理
に
努
め
て

い
た
だ
く
こ
と
を
望
む
も
の

で
あ
る
。

【
要
望
】

③
現
金
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　

現
金
の
取
扱
い
に
際
し
て

は
、
服
務
規
律
を
厳
正
に
遵

守
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務
と

責
任
を
再
確
認
し
、
適
正
に

管
理
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

令和３年９月13日、意見書提出につい
て話し合われた議員全員協議会のようす

決算審査意見を述べる増田代表監査委員

各家庭に配布された防災マップ

町ホームページのトップ画面

（ 5 ）
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町
民
一
人
一
人
の
防
災
意
識
を
高
め
る
に
は

 

答〈
防
災
マ
ッ
プ
を
使
い
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
く
〉

防
災
マ
ッ
プ
の
活
用

方
法
に
つ
い
て

問
・
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
た

防
災
マ
ッ
プ
の
有
効
的
な
利

活
用
の
方
法
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

答
弁
・
工
藤
総
務
課
長

　

町
で
は
、
国
の
補
助
事
業

を
活
用
し
て
防
災
マ
ッ
プ
を

作
成
し
、
本
年
６
月
に
全
世

帯
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
防
災
マ
ッ
プ
は
、
風

水
害
、
洪
水
、
土
砂
災
害
、

地
震
、
津
波
及
び
火
山
噴
火

に
対
応
し
た
も
の
で
、
指
定

避
難
所
や
非
常
時
の
持
ち
出

し
品
な
ど
、
災
害
に
備
え
る

た
め
の
役
に
立
つ
情
報
を
分

か
り
や
す
く
１
冊
に
ま
と
め

て
い
ま
す
。

　

各
家
庭
に
お
か
れ
て
は
、

防
災
マ
ッ
プ
で
自
宅
や
勤
務

場
所
の
位
置
を
確
認
さ
れ
、

身
近
に
ど
の
よ
う
な
危
険
が

あ
る
の
か
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
ど
こ
に
避
難
す
る
の
か

な
ど
を
把
握
し
た
上
で
、
ご

家
庭
内
の
目
に
つ
く
と
こ
ろ

に
保
管
し
て
い
た
だ
き
、
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ

し
て
、
一
人
一
人
が
自
然
災

害
と
向
き
合
い
な
が
ら
防
災

意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

問
・
町
民
一
人
一
人
の
防
災

意
識
を
高
め
、
早
期
の
避
難

や
安
全
確
保
の
考
え
を
浸
透

さ
せ
る
た
め
の
対
策
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
・
工
藤
総
務
課
長

　

総
務
課
で
は
防
災
マ
ッ
プ

を
よ
り
活
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
今
後
、
各
町
内
会
を

回
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
防
災
マ
ッ
プ
を
使
っ
て

一
人
一
人
の
防
災
意
識
を
高

め
、
自
分
の
身
の
安
全
を
守

る
自
助
、
地
域
で
協
力
し
合

う
共
助
、
公
的
支
援
に
よ
る

公
助
の
取
組
を
講
じ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
組
を
通
じ
て
、
地

域
に
お
け
る
自
主
防
災
組
織

の
設
立
に
協
力
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

問
・
最
近
、
町
民
へ
の
自
主

避
難
の
呼
び
か
け
が
さ
れ
ま

し
た
が
、
避
難
所
を
開
設
す

る
ま
で
の
手
順
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答
弁
・
工
藤
総
務
課
長

　

避
難
に
関
す
る
発
令
は
、

町
の
地
域
防
災
計
画
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
避
難
の
判

断
基
準
は
、
気
象
庁
か
ら
出

さ
れ
る
各
種
の
発
表
や
河
川

水
位
情
報
等
を
注
視
し
、
避

難
レ
ベ
ル
３
に
到
達
し
た
場

合
、
高
齢
者
等
に
避
難
指
示

を
発
令
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
８
月
24
日
は
、
夜

間
に
大
雨
と
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
た
た
め
、
自
主
避
難

所
を
開
設
し
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
避
難
の
際
に
は
、

食
料
、
薬
、
お
薬
手
帳
、
水

な
ど
最
低
限
持
参
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

問
・
避
難
所
に
お
け
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
予
防
対
策
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

答
弁
・
工
藤
総
務
課
長

　

今
年
１
月
に
職
員
に
よ
る

コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
所
開
設

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

避
難
ス
ペ
ー
ス
の
分
散
、
体

温
の
計
測
や
手
指
消
毒
の
徹

底
、
避
難
場
所
を
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
区
切
る
な
ど
の
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
体
調
不
良
者
が
い

る
場
合
は
、
保
健
師
を
避
難

所
に
派
遣
し
て
問
診
を
行
い
、

必
要
に
応
じ
保
健
所
の
指
示

を
仰
ぐ
体
制
と
し
て
い
ま
す
。

問
・
学
校
で
も
防
災
マ
ッ
プ

を
活
用
し
た
防
災
教
育
を
実

施
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁
・
阿
彦
教
育
長

　

小
中
学
校
で
は
、
年
に
３

回
か
ら
４
回
の
避
難
訓
練
を

行
い
、
そ
の
ほ
か
津
波
や
土

砂
災
害
を
テ
ー
マ
に
し
た
防

災
教
室
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
防
災
教
育
を
継
続

し
、
防
災
マ
ッ
プ
の
活
用
も

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

※
菊
谷
議
員
は
、
こ
の
ほ
か

に
も
次
の
よ
う
な
質
問
を
し

て
い
ま
す
。

◆
町
道
等
の
除
雪
に
対
す
る

意
見
や
苦
情
処
理
に
つ
い
て

問
昨
年
度
の
除
雪
に
関
す
る

苦
情
件
数
並
び
に
苦
情
の
内

容
と
対
応
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

答
昨
年
度
の
除
排
雪
へ
の
苦

情
、
問
合
せ
は
２
７
５
件
あ

り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
除
雪
後
の

雪
が
家
の
前
な
ど
に
押
さ
れ

て
い
る
、
道
幅
が
狭
く
な
っ

た
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
応
と
し
て
、
苦
情
の
連

絡
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
担

当
者
が
現
場
に
出
向
き
、
そ

の
状
況
を
把
握
し
た
後
、
除

雪
業
者
へ
連
絡
し
、
で
き
る

だ
け
早
期
に
対
応
す
る
よ
う

働
き
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

　

タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
確
実
に

処
理
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

ま
す
。

一
般
質
問
　

９
月
定
例
会
で
は
、
４
名
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
で
は
町
の
行
財
政
全
般

に
関
し
、
町
長
の
考
え
や
町
の
施
政
方
針
を
問
い
ま
す
。

菊谷　忠光議員

各地域向けに行われている
地域防災座談会のようす

（ 6 ）
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手
話
言
語
条
例
制
定
に
向
け
て
の
考
え
は

 

答
〈
関
係
者
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
進
め
て
い
く
〉

手
話
言
語
条
例
制
定

に
向
け
て
今
後
の
考

え
は

問
・
今
日
は
、
１
階
町
民

ホ
ー
ル
で
手
話
通
訳
を
し
て

お
り
ま
す
の
で
ゆ
っ
く
り
質

問
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
平

成
31
年
第
１
回
定
例
会
（
３

月
議
会
）
で
手
話
言
語
条
例

に
つ
い
て
質
問
し
、
そ
の
時

点
で
条
例
を
制
定
し
て
い
る

自
治
体
は
、
県
内
で
は
黒
石

市
と
弘
前
市
の
２
市
だ
け
で

し
た
。
現
在
は
県
内
10
市
で

条
例
が
制
定
さ
れ
て
お
り
、

青
森
県
で
も
令
和
２
年
６
月

に
条
例
が
成
立
、
７
月
か
ら

施
行
さ
れ
、
町
村
で
は
、
藤

崎
町
が
令
和
２
年
４
月
に
手

話
言
語
及
び
障
が
い
者
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
促
進
条

例
を
施
行
し
、
障
が
い
を
持

つ
人
も
一
緒
に
行
政
社
会
を

実
現
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　

前
回
（
平
成
31
年
第
１
回

定
例
会
）
町
長
は
、「
今
後

調
査
し
、
実
態
を
把
握
し
つ

つ
、
ろ
う
者
、
ま
た
ほ
か
の

障
が
い
を
持
つ
人
が
一
般
町

民
と
と
も
に
生
活
で
き
る
地

域
社
会
を
目
指
し
、
進
め
て

い
き
た
い
と
思
う
」
と
答
弁

さ
れ
、
心
強
く
感
じ
た
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　

条
例
制
定
に
向
け
て
今
後

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
、
今
一
度
、
町
長
の
意
見

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

※
手
話
言
語
条
例
と
は
…
手

話
を
言
語
と
し
て
認
め
、
手

話
が
日
常
的
に
使
え
、
ろ
う

者
と
ろ
う
者
以
外
の
人
が
共

生
で
き
る
社
会
を
目
指
す
条

例
。

※
ろ
う
者
と
は
…
耳
が
聞
こ

え
な
い
人
の
う
ち
、
手
話
を

母
語
と
し
、
手
話
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
人
た

ち
。

答
弁
・
平
田
町
長

　

齋
藤
議
員
に
お
か
れ
て
は
、

西
北
五
広
域
福
祉
事
務
組
合

議
員
と
し
て
活
動
さ
れ
る
一

方
、
前
回
に
引
き
続
き
今
回

も
手
話
言
語
条
例
に
関
す
る

質
問
を
さ
れ
る
な
ど
、
障
が

い
の
あ
る
方
に
寄
り
添
い
な

が
ら
様
々
な
ご
質
問
、
ご
提

言
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
、
国
や
県
で
は
、
障
が

い
の
あ
る
方
、
そ
う
で
な
い

方
に
関
係
な
く
、
誰
も
が
世

代
や
分
野
を
超
え
て
つ
な
が

る
こ
と
で
、
住
民
一
人
一
人

の
暮
ら
し
と
生
き
が
い
、
ま

た
地
域
を
共
に
創
っ
て
い
く

地
域
共
生
社
会
へ
の
取
組
を

提
唱
し
て
い
ま
す
。

　

当
町
に
お
い
て
も
同
様
に
、

障
が
い
の
あ
る
方
、
な
い
方

に
関
係
な
く
、
誰
も
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
社
会
を
目

指
し
、
地
域
共
生
社
会
の
あ

り
方
に
つ
い
て
様
々
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ご
質
問
の
手
話
言
語
条
例

制
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ろ

う
者
の
方
々
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
取
れ

る
、
そ
う
い
う
環
境
の
整
備

を
図
り
、
安
心
し
て
生
活
が

で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
こ

と
が
目
的
だ
と
私
は
考
え
ま

す
。

　

手
話
言
語
条
例
制
定
は
、

地
域
共
生
社
会
で
の
取
組
を

進
め
て
い
く
上
で
、
基
本
の

一
つ
に
な
る
と
思
い
ま
す
し
、

取
組
の
ス
タ
ー
ト
だ
と
も

思
っ
て
い
ま
す
。

　

早
速
制
定
に
向
け
て
、
ろ

う
者
の
方
々
、
あ
る
い
は
関

係
者
の
方
々
の
ご
意
見
を
伺

い
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

意
見
・
町
長
か
ら
手
話
言
語

条
例
の
制
定
に
向
け
て
進
め

る
と
い
う
答
弁
を
い
た
だ
き
、

安
心
し
ま
し
た
。

　

以
前
に
も
少
し
お
話
し
ま

し
た
が
、
１
１
９
番
へ
の
通

報
な
ど
も
、
そ
の
と
き
は
高

度
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
も
広
域
で
協
議
、
対
応

し
て
い
き
た
い
と
い
う
話
も

あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
辺

り
も
一
緒
に
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

障
が
い
を
持
つ
人
の
心
が

満
た
さ
れ
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
な
生
活
環
境
を
少

し
ず
つ
変
え
る
た
め
に
も
、

こ
の
手
話
言
語
条
例
を
制
定

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

一般質問時の町役場１階町民ホールのようす
(今回の定例会は、感染症拡大防止のため議場内での一般傍聴は中止となりました)

齋藤　孝夫議員

（ 7 ）
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小
学
校
の
統
合
を
推
進
す
べ
き
で
は

 

答〈
広
く
意
見
を
伺
い
方
向
性
を
見
い
だ
し
て
い
く
〉

問
・
西
海
小
学
校
で
は
、
児

童
が
減
少
し
、
令
和
４
年
度

に
も
複
式
学
級
の
学
年
が
で

き
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
が
、

今
後
も
児
童
が
減
少
す
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
実
態
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
伺

い
ま
す
。

答
弁
・
阿
彦
教
育
長

　

西
海
小
学
校
は
、
来
年
度

か
ら
３
年
生
が
５
名
、
２
年

生
が
８
名
で
複
式
学
級
と
し

て
１
つ
の
学
級
と
な
る
予
定

で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
の
西
海

小
学
校
の
入
学
予
定
者
数
は
、

令
和
８
年
度
ま
で
毎
年
十
数

名
前
後
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

今
後
新
た
な
複
式
学
級
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

し
た
が
っ
て
、
西
海
小
学

校
の
複
式
学
級
は
、
４
年
後

の
令
和
８
年
度
に
は
解
消
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

児
童
一
人
一
人
に
目
が
行

き
届
く
き
め
細
や
か
な
指
導

は
、
少
人
数
学
級
な
ら
で
は

の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
が
、

児
童
数
の
減
少
が
続
く
今
後

の
小
学
校
の
実
態
に
は
、
大

い
に
課
題
を
感
じ
て
い
ま
す
。

問
・
少
子
化
で
年
々
入
学
人

数
も
減
少
す
る
傾
向
か
ら
、

小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
方

向
性
を
示
す
時
期
に
来
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

答
弁
・
阿
彦
教
育
長

　

結
論
か
ら
申
し
ま
す
と
、

小
学
校
の
統
合
を
推
進
す
べ

き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
内
に
は
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
広

く
意
見
等
を
伺
い
、
そ
れ
を

参
考
に
し
な
が
ら
方
向
性
を

考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
教
育
会
議
に

お
い
て
小
学
校
の
現
状
を

し
っ
か
り
町
長
と
協
議
し
、

こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を

考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

問
・
小
学
校
統
合
に
向
け
て
町

長
の
見
解
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁
・
平
田
町
長

　

町
の
将
来
を
担
う
子
供
た

ち
が
確
か
な
学
力
を
持
っ
て

心
身
共
に
健
康
で
た
く
ま
し

く
成
長
す
る
こ
と
は
我
々
の

願
い
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
進
行
す
る
少
子
化

の
中
で
学
校
教
育
も
そ
れ
に

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
十
分
承
知
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

は
、
広
く
町
民
の
意
見
を
伺

い
、
さ
ら
に
ま
た
別
組
織
で

の
、
あ
る
意
味
専
門
的
な
組

織
で
の
議
論
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
ご
意
見
を
伺
い
な
が

ら
在
り
方
、
方
向
性
を
し
っ

か
り
と
見
い
だ
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

意
見
・
町
長
よ
り
前
向
き
な
見

解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
統
合

は
一
朝
一
夕
で
は
な
し
得
な
い

こ
と
で
す
の
で
、
早
期
実
現
に

向
か
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

※
渋
谷
議
員
は
、
こ
の
ほ
か

に
も
次
の
よ
う
な
質
問
を
し

て
い
ま
す
。

◆
津
軽
港
の
施
設
整
備
の
促

進
と
地
域
経
済
の
振
興
に
つ

い
て

問
津
軽
地
域
一
帯
の
経
済
振

興
を
見
据
え
た
重
要
な
港
湾

と
し
て
、
津
軽
港
の
整
備
拡

充
に
向
け
た
取
組
の
考
え
は

な
い
か
。

答
港
湾
整
備
に
つ
い
て
は
、

野
積
み
場
、
用
地
の
拡
充
・

拡
大
、
道
路
交
差
点
の
拡
幅

が
喫
緊
の
課
題
と
捉
え
て
お

り
ま
す
。
岸
壁
の
延
伸
や
洋

上
風
力
事
業
が
実
施
さ
れ
れ

ば
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
港
と
し

て
の
役
割
を
見
据
え
、
ど
う

い
う
整
備
が
必
要
と
な
る

か
、
主
要
道
路
と
の
ア
ク
セ

ス
な
ど
将
来
的
に
ど
う
し
て

い
く
こ
と
が
ベ
ス
ト
か
な

ど
、
県
と
の
協
議
を
重
ね
て

い
ま
す
。

　

今
後
、
将
来
的
な
物
流
の

見
通
し
、
新
規
取
扱
物
資
の

発
掘
な
ど
を
具
体
化
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
県
か
ら
も

港
湾
利
用
者
の
要
望
、
物
流

需
要
、
取
扱
貨
物
量
の
推

計
、
経
済
社
会
の
情
勢
を
見

極
め
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
、
と
の
回
答
を
得
て
お
り

ま
す
の
で
、
昨
年
以
上
に
港

湾
整
備
の
協
議
を
加
速
さ
せ

る
よ
う
県
に
対
し
強
く
要
望

し
て
い
き
た
い
。

意
見
・
今
後
も
、
県
と
の
協

議
を
重
ね
、
よ
り
一
層
の
整

備
拡
充
に
努
め
て
い
た
だ
く

よ
う
要
望
し
ま
す
。

統
合
の
方
向
性
を
示

す
時
期
に
来
て
い
る

の
で
は

渋谷　悦男議員

西海小学校（左）と舞戸小学校（右）

津軽港のようす
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町
民
以
外
の
町
内
就
労
者
へ
接
種
を
勧
め
る
考
え
は

 

答〈
未
接
種
の
町
民
へ
の
接
種
を
推
奨
し
て
い
く
〉

問
・
町
民
の
各
年
代
別
で
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

答
弁
・
神
ほ
け
ん
福
祉
課
長

　

町
で
は
、
５
月
10
日
か
ら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
集
団
接
種
を
、
７
月

12
日
か
ら
は
３
医
院
に
よ
る

個
別
接
種
を
実
施
し
、
順
調

に
接
種
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

接
種
対
象
者
８
８
１
５
人

に
対
す
る
各
年
代
別
の
接
種

状
況
は
、
65
歳
以
上
１
回
目

91
・
９
％
、
２
回
目
90
・

９
％
、
50
歳
代
１
回
目
82
・

９
％
、
２
回
目
69
・
７
％
、

40
歳
代
１
回
目
71
・
９
％
、

２
回
目
48
・
５
％
、
30
歳
代

１
回
目
66
・
２
％
、
２
回
目

38
・
１
％
、
20
歳
代
１
回
目

64
・
４
％
、
２
回
目
37
・

４
％
、
10
歳
代
１
回
目
78
・

６
％
、
２
回
目
62
・
１
％
で
、

全
体
で
は
１
回
目
84
・
１
％
、

２
回
目
73
・
６
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

問
・
10
歳
代
は
12
歳
以
上

（
小
学
校
６
年
生
）
か
ら
対

象
と
な
り
ま
す
が
、
誕
生
月

に
よ
っ
て
は
接
種
の
時
期
が

変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

早
く
接
種
で
き
た
子
供
と

そ
う
で
な
い
子
供
の
間
で
、

接
種
の
有
無
に
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
は
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

か
。

答
弁
・
阿
彦
教
育
長

　

学
校
で
は
、
誰
が
接
種
し

た
か
と
い
う
こ
と
は
把
握
し

て
い
ま
せ
ん
し
、
接
種
状
況

を
子
供
に
問
う
こ
と
も
し
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
し
て
の
誹
謗

中
傷
、
い
じ
め
は
絶
対
に
起

こ
さ
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ

と
は
、
昨
年
度
か
ら
学
校
と

教
育
委
員
会
の
協
議
の
場
で

必
ず
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
強
制
的

な
も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
十

分
配
慮
し
な
が
ら
、
担
任
、

ま
た
管
理
職
が
適
切
に
指
導

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

問
・
町
民
以
外
で
も
町
内
の

事
業
所
等
に
就
労
し
て
い
れ

ば
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
出
来
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
何
人
く
ら

い
接
種
し
て
い
ま
す
か
。

答
弁
・
神
ほ
け
ん
福
祉
課
長

　

町
で
は
、
感
染
拡
大
防
止

を
図
る
た
め
、
７
月
か
ら
西

北
五
地
域
市
町
に
先
行
し
て

当
町
に
勤
務
す
る
教
職
員
等

へ
、
ま
た
８
月
に
は
町
商
工

会
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

当
町
の
企
業
に
勤
務
す
る
人

を
対
象
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

接
種
人
数
は
２
４
０
人
で

す
。

問
・
ワ
ク
チ
ン
の
量
に
余
裕

が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
町
民

以
外
の
就
労
者
へ
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
勧
め
て
も
い
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
す
か
。

答
弁
・
神
ほ
け
ん
福
祉
課
長

　

現
在
、
町
民
80
％
程
の
接

種
が
終
了
し
て
い
ま
す
が
、

８
８
１
５
人
の
う
ち
、
ま
だ

１
０
０
０
人
と
少
し
が
受
け

て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

今
で
は
近
隣
自
治
体
も
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
体
制
が
整
い
、

接
種
等
も
比
較
的
ス
ム
ー
ズ

に
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

ワ
ク
チ
ン
は
、
住
所
地
の

市
町
村
で
接
種
す
る
こ
と
が

基
本
と
な
り
ま
す
の
で
、
町

外
の
方
よ
り
も
町
民
で
ま
だ

接
種
し
て
い
な
い
方
を
対
象

に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
周
知
し
、

推
奨
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

※
東
條
議
員
は
、
こ
の
ほ
か

に
も
次
の
よ
う
な
質
問
を
し

て
い
ま
す
。

◆
中
央
公
民
館
前
の
舗
装
状

態
と
外
灯
に
つ
い
て

問
中
央
公
民
館
前
に
外
灯
が

無
い
た
め
、
夜
に
な
る
と
暗

く
、
舗
装
も
穴
が
数
カ
所
空

い
て
お
り
、
避
難
所
と
し
て

は
非
常
に
危
険
だ
と
思
う
が

改
善
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
８
月
24
日
に
大
雨
警
戒
対

策
本
部
を
設
置
し
、
自
主
避

難
所
を
開
設
い
た
し
ま
し
た

が
、
避
難
所
担
当
の
職
員
か

ら
外
灯
が
点
い
て
い
な
い
た

め
暗
い
と
い
う
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

早
急
に
電
源
を
確
保
し
、

外
灯
を
点
け
る
準
備
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
舗
装
に
つ
い
て
は
、

本
定
例
会
に
上
程
し
て
い
る

９
月
補
正
で
予
算
化
し
、
穴

埋
め
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

意
見
・
避
難
所
を
利
用
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
ま
さ
に
命

の
危
険
が
迫
っ
て
い
る
状
況

だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
他
の

避
難
所
も
確
認
し
て
、
危
険

な
箇
所
等
が
あ
れ
ば
早
急
に

対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

状
況
に
つ
い
て

自主避難所となった中央公民館

東條　一彦議員

ワクチン接種に関する相談などは、新型コロナウイルス
ワクチン接種対策室（町役場１階）電話82－0909まで
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鰺
ヶ
沢

こ
ど
も
園

閉
園
式

大
浦
光
信
公

慰
霊
祭

　

10
月
８
日
、
光
信
公
の
館

前
で
大
浦
光
信
公
慰
霊
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
慰
霊

祭
は
毎
年
、
光
信
公
の
命
日

で
あ
る
こ
の
日
に
行
わ
れ
て

お
り
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
参
列
者
の
人
数
を
制
限

し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
議
会
か
ら
は
神
孝
議
長

が
代
表
し
て
出
席
し
、
玉
串

奉
て
ん
を
行
い
ま
し
た
。

　

11
月
６
日
、
鰺
ヶ
沢
こ
ど

も
園
閉
園
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
町
議
会
か
ら
は
神
孝
議

長
を
は
じ
め
全
議
員
が
出
席

し
ま
し
た
。
鰺
ヶ
沢
こ
ど
も

園
は
来
年
３
月
31
日
で
閉
園

と
な
り
ま
す
。

　９月15日、米価下落に対する米生産者救済の

ための財源確保と生産者が生産意欲を失わない

ための緊急対策を求める要望書を、神孝議長が

町議会を代表し、平田衛町長に手渡しました。

　この要望は、県内において2021年産米を集荷

した際に、各農業協同組合が農家に仮払いする、

生産者概算金の目安額が、昨年に比べ１俵あた

り約30％下落となることが新聞報道等で明らか

となったことから、議員全員で協議し、米生産

者救済のための緊急対策を求めたものです。

　町議会ではこのほかに、国へ意見書を提出す

るとともに、県へも要望書を提出しました。

米価下落に対する米生産者救済
のための緊急対策を求める要望

　10月11日、青森県立鰺ヶ沢高等学校の存続を

求める要望書を、平田衛町長、神孝議長、阿彦

正弘町教育委員会教育長が、青森県教育委員会

和嶋延寿教育長に手渡しました。

　県教育委員会が示した、令和５年度からの青

森県立高等学校教育改革推進計画第２期実施計

画案の中で、鰺ヶ沢高等学校を地域校とする方

針（募集人員に対する入学者の割合が２年継続

して２分の１未満となった場合、翌年度からは

募集停止となり、廃校となる可能性がある）に

対し、募集停止の条件となる人数枠の緩和や方

針の見直しに配慮いただくようお願いし、鰺ヶ

沢高等学校の存続を求める要望をしたものです。

青森県立鰺ヶ沢高等学校の存続
を求める要望

平田衛町長（左）に要望書を手渡す神孝議長（右）

左から青森県教育委員会和嶋延寿教育長、平田衛町長、
神孝議長、阿彦正弘町教育委員会教育長

玉串奉てんを行う神孝議長

お遊戯を披露する園児 町議会を代表しあいさつをする神孝議長
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10
月
27
日
、
議
員
10
名
が
参
加
し
、
管
内
行
政
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
２
回
目
と
な
る
視
察
場
所
は
、
ア
ユ
種
苗
生
産
施
設
、
さ
け
ま
す
ふ
化
場
、
イ

ト
ウ
養
殖
場
の
３
カ
所
で
、
加
藤
隆
之
副
町
長
が
同
行
し
、
担
当
か
ら
現
状
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

◆
ア
ユ
種
苗
生
産
施
設

（
赤
石
漁
港
に
あ
る
種
苗
生

産
施
設
）

　

平
成
９
年
に
建
設
さ
れ
た
、

ア
ユ
の
採
卵
、
ふ
化
、
稚
魚

育
成
施
設
。
稚
魚
が
海
水
飼

育
さ
れ
て
い
る
様
子
を
視
察

し
、
餌
と
な
る
ワ
ム
シ
を
顕

微
鏡
で
観
察
し
ま
し
た
。

◆
さ
け
ま
す
ふ
化
場

（
赤
石
川
下
流
域
に
位
置
す

る
施
設
）

　

平
成
10
年
に
さ
け
ま
す
の

ふ
化
場
と
し
て
建
設
さ
れ
た

施
設
で
、
ア
ユ
の
稚
魚
中
間

育
成
施
設
と
し
て
も
利
用
さ

れ
て
お
り
、
地
下
水
（
赤
石

川
伏
流
水
）
で
育
成
さ
れ
て

い
る
。

◆
イ
ト
ウ
養
殖
場

（
大
然
地
区
に
あ
り
、
ア
ユ

養
殖
場
と
隣
接
し
て
い
る
）

　

昭
和
63
年
に
建
設
さ
れ
た

施
設
で
、
沢
水
を
使
用
し
イ

ト
ウ
の
養
殖
を
行
っ
て
い
る
。

ア
ユ
養
殖
場
で
は
、
赤
石
川

河
川
水
を
使
用
し
成
魚
育
成

を
し
て
お
り
、
食
用
販
売
も

行
っ
て
い
る
。

議員管内
行政視察

ア
ユ
種
苗
生
産
施
設
、さ
け
ま
す
ふ
化
場
、

イ
ト
ウ
養
殖
場
を
視
察

　議会日程は、議会運営委員会において正式に決定され
ます。
　議会傍聴は今までどおり行う予定としています。今後
の新型コロナウイルス感染拡大の状況に応じては、変更
する場合もあります。
　開会中は町役場１階町民ホールのモニターに、議会の
ようすが流れています。
　開催日程、一般質問の議員氏名、質問事項については
町防災無線、町ホームページでお知らせします。
　詳しくは、議会事務局へお問合せください。

第４回定例会の予定 傍聴を希望される方はマスクの着用をお願いします。

▼
12
月
14
日
（
火
）
開
会
予
定
で
す

　《
開
会
後
の
日
程
は

　
　
　
　

次
の
と
お
り
で
す
》

▽
12
月
16
日
（
木
）

　
　

一
般
質
問

▽
12
月
17
日
（
金
）

　
　

総
括
質
疑

　
　

討
論
、
採
決
、
閉
会

わ
さ
お
記
念
像

建
立
除
幕
式

　

11
月
８
日
、
海
の
駅
わ
ん

ど
に
建
立
さ
れ
て
い
た
、
わ

さ
お
記
念
像
が
完
成
し
た
こ

と
か
ら
、
除
幕
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

町
議
会
か
ら
は
、
議
員
９

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

アユ種苗生産施設で説明を受ける議員

アユの中間育成について説明を受ける議員

イトウ養殖場前で説明を受ける議員

完成したわさお記念像 除幕されたわさお記念像

（ 11 ）
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特集

地
元
の
鮎
と
山
菜
料
理
な
ど
を

�

提
供
し
て
い
ま
す 

はつらつ
チャレンジャー

一ツ森町

太
おお

田
た

　英
ひで

人
と

さん
　鰺ヶ沢町出身。大工であるため、店舗の建築
も自身で手掛けた。提供する鮎も自身が釣った
ものを提供している。
　奥様、息子さん、ご両親と５人で一ツ森町在
住。

　「はつらつチャレンジャー」５回目の
今回は、１

い れ ぐ い

０９１（一ツ森町に開店した
食事処）店主の太田英人さんにお話を伺
いました。
　聞き手は須藤一広報委員です。

Ｑ　

お
店
の
名
前
１

０
９
１
（
い
れ
ぐ

い
）
の
由
来
は
。

　
　

Ａ　

１
０
９
１

（
入
れ
食
い
）

は
釣
り
用
語
を

引
用
（
仕
掛
け

を
入
れ
る
と

次
々
と
魚
が
釣

れ
る
こ
と
。）

し
て
い
て
、
店

の
名
前
に
使
い

ま
し
た
。

Ｑ　

ご
自
身
も
釣
り
を
さ
れ

ま
す
か
。

Ａ　

４
月
１
日
解
禁
の
渓
流

（
ヤ
マ
メ
や
イ
ワ
ナ
）
釣
り

か
ら
始
ま
り
、
７
月
１
日
の

鮎
釣
り
解
禁
と
シ
ー
ズ
ン
中

は
、
釣
り
に
明
け
暮
れ
て
い

ま
す
。
遊
漁
券
の
販
売
も
し

て
い
ま
す
。

Ｑ　

こ
ち
ら
で
お
店
を
始
め

た
き
っ
か
け
は
。

Ａ　

地
元
で
採
れ
る
豊
富
な

山
菜
や
、
赤
石
川
で
釣
れ
る

鮎
な
ど
を
、
お
客
様
に
提
供

で
き
た
ら
と
考
え
、
今
年
６

月
15
日
に
開
業
し
ま
し
た
。

Ｑ　

お
客
様
は
町
内
の
方
が

多
い
で
す
か
。

Ａ 
町
内
の
方
が
多
く
訪
れ

ま
す
が
、
鮎
釣
り
の
シ
ー
ズ

ン
に
な
る
と
、
遠
く
は
九
州

方
面
、
埼
玉
県
、
群
馬
県
な

ど
、
県
外
か
ら
の
お
客
様
も

多
く
み
え
ま
す
。
ま
た
町
外

か
ら
の
お
客
様
も
増
え
ま
す
。

Ｑ　

お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
、

人
気
メ
ニ
ュ
ー
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

Ａ　

お
す
す
め
は
、
鮎
の
塩

焼
き
・
田
楽
（
味
噌
焼
き
）

で
、
お
出
し
す
る
鮎
は
、
自

分
で
釣
っ
た
も
の
で
す
。

　

人
気
メ
ニ
ュ
ー
は
、
夏
は

冷
や
し
中
華
、
冷
や
し
う
ど

ん
で
、
山
菜
（
ミ
ズ
な
ど
）

の
和
え
物
や
キ
ノ
コ
の
炊
き

込
み
ご
飯
な
ど
、
そ
の
時
々

の
山
の
幸
な
ど
も
提
供
し
て

い
ま
す
。

Vol.5　自然を味わって

Ｑ　

冬
季
休
業
期
間
と
来
年

の
再
開
時
期
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

Ａ　

冬
季
休
業
は
、
11
月
１

日
か
ら
４
月
末
ま
で
と
し
て

い
ま
す
。
来
年
の
開
業
は
、

５
月
上
旬
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

Ｑ　

今
後
の
目
標
な
ど
が
あ

れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

母
と
切
り
盛
り
し
て
い

て
、
今
年
は
開
業
し
て
間
も

な
い
た
め
、
お
客
様
の
満
足

度
を
第
一
に
考
え
て
営
業
し

ま
し
た
。

　

誰
で
も
気
軽
に
入
れ
て
、

安
心
し
て
く
つ
ろ
げ
る
よ
う

な
店
舗
を
目
指
し
、
サ
ー
ビ

ス
を
充
実
さ
せ
、
お
客
様
を

お
迎
え
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

１
い れ ぐ い

０９１
連絡先　店舗用携帯電話　080－5723－1091

※�店舗は現在、冬季休業期間（11月１日から
来年４月末まで）となっています。
　来年５月上旬から再開予定となっています。

店主が釣った鮎（左）、鮎の塩焼き（右上）と鮎の田楽（右下）

付近の紅葉のようす

特集　はつらつチャレンジャー

（ 12 ）令和３年11月25日発行議会広報あじがさわ 第168号


